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はじめに
古今東西、民族間や国家間の戦いは、戦闘に直接かかわっていようがいまいが、周囲に少なか
らぬ被害や影響を及ぼす。しかも、思いもよらぬところに思いもよらぬ展開を産む。
たとえば、19世紀末のアフリカ大陸南端で繰り広げられたボーア人小国家と大英帝国との戦
争を例にとってみよう。今日では「南アフリカ独立戦争」と呼ばれる当時の「ボーア戦争」のニュー
スに接した若き有島武郎は、キリスト教徒で大半が農民のボーア人に限りない同情を寄せ、義憤
とともに極東の島国から劣勢のボーアのために長詩をしたためて声援を送った。そのボーア戦争
の取材中に捕虜となり、劇的な脱出を果たしたのはウィンストン・チャーチルである。彼は帰国
後その余勢を駆って政界への進出を果たす。英国にとって数か月で片付くはずの戦争は、結局 3
年も続き、辛うじて英国の勝利で終結はしたものの、南アフリカ鉱山での深刻な労働力不足は、
中国人契約労働者導入という事態を招いた。戦争の犠牲者に加え、ボーア側の抵抗に苦慮した英
軍が、ボーア人だけではなく、黒人までも強制収容所に送り込んだ結果である。
米国の南北戦争もその例に漏れない。飛沫はアフリカにも及んだ。品薄となった米国製綿製品
の解消のため、エチオピアの英国領事カメロンは、国境を越え、エジプト支配下のスーダンへ市
場調査に出かけた。エチオピアがエジプトとの小競り合いを繰り返すなかでの、この軽率ともい
えるスーダン行きさえなければ、領事がエチオピア皇帝テオドロス二世の逆鱗に触れて投獄され
ることも、捕虜となった領事らヨーロッパ人を解放するために英国が軍事行動を起こすこともな
かったろう。
しかしながら、ネイピアによる討伐隊が送られアビシニア戦争があったからこそ、エチオピア
は今日の近代的な国家誕生への軌跡をたどり、その近代化推進の要となり外交面でも活躍する傑
出した人物らが生れる。そればかりか、後にアフリカ探検家として一世を風靡するヘンリ ・ーモー
トン・スタンリー誕生のきっかけをつくったのも、この戦争であった。消息を絶ったリヴィング
ストンと劇的な対面を果たすその瞬間に、「リヴィングストン博士！」と言って駆け寄るかわりに、
目の前にいる唯一の白人に向かって「リヴィングストン博士だと推測いたしますが」という、な
んとも間の抜けた時宜にかなわぬ挨拶も、スタンリーのマグダラ 1での体験なしには生れなかっ
た。南北戦争にも新聞記者として従軍した彼は、英国のいかにも大国の戦争の準備と戦闘方法に
度肝を抜かれ、高級将校らの尊大さに辟易する。だが、彼を時の人に押し上げたのは、エチオピ
ア軍との戦闘の場となったマグダラにおける英軍勝利を最初に報じたことによる。スタンリーが
契約を結んだ米国紙が英国紙どころか英政府による公式発表よりも早くその事実を世界に知らし
めたのだった。この大スクープが、後の彼の人生を決定づけることになる。
そうした、戦争によって後の人生が大きく変わった人物のなかに、エチオピア皇帝テオドロス
二世の幼い息子アラマユもいた。アラマユはテオドロスの死後、英軍とともに英国へ渡った。後
述するが彼の英国行きは父テオドロスの願いでもあった。彼は最悪の事態に備え、我が子を英国
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人の養子にするべく、最晩年にもっとも信頼した外国人に託していた。エチオピアに残しておけ
ば殺されるだけの運命の息子を慮ってのことだった。
今日、アフリカ史ばかりかエチオピアの歴史においてもほとんど顧みられることのないネイピ
ア率いるテオドロス討伐隊は、テオドロス二世皇帝がマグダラに移管したエチオピア正統教会の
マニュスクリプトを含む秘宝を「戦利品」として根こそぎ奪い去るとともに、遺児の皇太子も英
国に連れて行き、繰り返すが、偶然にせよ、メネリク（在位 1889-1913）とハイレ・セラシエ（在
位 1930-36、1941-74）という二代の皇帝に仕えてエチオピア近代化の一翼を担う人物を生み出し、
スタンリーを名だたるアフリカ探検家に─その評価は別として─変身させる機会となったので
ある。
ネイピア遠征軍ならびにマグダラでの戦闘の詳細、エチオピア近代化の立役者、ならびにスタ
ンリーのアフリカとの邂逅に関しては改めて稿を起こすとして、本稿では、皇帝の忘れ形見アラ
マユに焦点を絞り、彼の人生を乏しい資料を繋ぎ合せながら紡ぎだしてみたい。短命に終った彼
の一生をたどることを通じて、19世紀後半英国のエチオピアへの眼差しも浮かび上がってこよ
う。彼への処遇から、英国の有色人種に対する本音が透けて見える筈である。その過程で、テオ
ドロス二世とアラマユの二人の王族に思いがけずも深くかかわる英国人、トリストラム・チャー
ルズ・ソーヤー・スピーディも取り上げる。アラマユの存在はいうまでもなく、ネイピアもテオ
ドロス二世皇帝も、今では等閑に付されている 2。だが、現代の歴史書が、＜ネイピアのマグダ
ラ侵攻によってテオドロスが死亡、捕虜らが解放された＞と述べるに留まるほど、マグダラでの
戦闘が単純な出来事ではなかった、ということだけを今は記しておこう。
それでは、テオドロス二世皇帝と当時のエチオピア情勢について概観することから始めること
とする。
1．19世紀中葉のエチオピア
テオドロス二世権力への軌跡
エチオピアの近代は、「親王の時代」を終わらせたテオドロス二世 Téwodros IIから始まる。そ
れまでの長きにわたる群雄割拠の時代を経て、エチオピア諸地域を圧倒的な武力をもって統一し
たのが、カッサ・ハイル Kassa Haylu、後のテオドロス二世である。名実ともに「皇帝」の地位
を復活させたのも彼であった 3。
1818年、彼は、タナ湖西部スーダンと国境を接するクワァラ地域で、その地域を治めるハイル・
ウォルデ・ギオルギスの息子として生まれた。父も母もともに後にソロモンの血筋をひく家系と
された。創出された系図は、エチオピアに少なからぬソロモンの子孫を産み落としたが、それは
ともかく、特権階級である領主の息子としての生活は、彼がわずか 2歳ごろに唐突に終わりを迎
える。父が他の女性との生活を始めたため、母は彼を連れてゴンダールへ移ったからである。母
は下剤を売って辛うじて生計を立てたのだが、後にその時のことを詳しく記した宣教師は、皇帝
を侮辱したとして収監されることになる。領主の交替を期に、母は息子を領主の居所に戻し、そ
こで彼はエチオピアの政治や統治、戦争に関する基本的な教育を受けた。ヨーロッパの歴史にも
関心を示したという。それ以前は、教会で教育を多年にわたって受け、聖書には精通していた。
また、アラビア語も習得し、堪能であった。事実、アラビア語の書簡が四通残されている。
領主の急死により生活は一変、略奪や奴隷狩りに転ずる。カッサはまたたくまに強力な一団を
形成し、武装集団として頭角を現す。脅威となった彼に対し、当時の皇后メネン〔皇帝は「親
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王の時代」最後のヨハネス 3世、1831-1855〕は、孫娘との婚姻を通じ、懐柔を図った。しかし、
メネンの思惑とは異なり、皇帝との姻戚関係を結んだことでカッサ・ハイルの上昇志向に拍車が
かかった。彼は辺境から中央へ移動し、メネン一派がシメンとティグレの領主であるデジェズマ
チ（伯爵）・ウォウブと一戦を交えている間に帝都ゴンダールの南のデンビアを襲撃、メネンが
徴収するはずの税に手をつけることで、自らが支配者であることを誇示した。彼は、槍と乗馬の
名手であった。しかし、一連の戦いの中で国境沿いのケダレフ Kedarefにおいてトルコ軍と遭遇
する。彼自身も負傷したものの、近代兵器の威力を経験したことで、これからの戦争には近代的
な戦略に基づく練兵と武器の調達の必要性を認識するに至った 4。彼の近代兵器への飽くなき執
着は、この時に決定的なものとなったといえよう。
1855年 2月 11日、アレキサンドリアから送られるエチオピア正統教会大司教アブナ・サラー
マによって王冠を授かる儀式を経て、カッサ・ハイルは正式に皇位に就き、15世紀の伝説的な
皇帝テオドロスの名を継いだ。帝国の統一は果たしたものの、地域支配の伝統も抵抗も根強く、
基盤をゆるぎないものにするためにテオドロス二世（以後、テオドロスとのみ記す場合も、テオ
ドロス二世を指す）が選択したのは、ヨーロッパと外交関係を樹立し、技術を導入することで帝
国を近代国家へ脱皮させることであった。明治日本の「お雇い」に相当する外国人技術者を、主
として彼はプロテスタントの宣教師団 5に求めた。職人、技術者、教師らが渡来したが、そのな
かでも、テオドロスが大砲等の武器製造に最も力を注いだのはいうまでもない。
戦争への序曲
ブルー・ナイルの源流を求めてスコットランド人探検家ジェイムズ・ブルース James Bruce 
（1730-94）がエチオピアを訪れ、1790年にその記録『ナイル河源流発見の旅』Travels to Discover 
the Sources of the Nileを刊行して以来、ヨーロッパ人探検家が続々とエチオピアに向かった。だが、
英国がエチオピアに注目したのは、1798年ナポレオンのエジプト遠征によろう。英国は 1839年
にアデンを占領し、エチオピアのショーア地方の王と 1841年、1849年に友好通商条約を結んだ。
群雄割拠の、それぞれの地方の王が勝手に「皇帝」と名乗る時代の出来事である。それに先立つ
1837年、英国の宣教団体「チャーチ・ミッショナリー・ソサエティ」（CMS）は、布教のためエ
チオピアに入った 6。かのリヴィングストン David Livingstone （1813-73）が「ロンドン・ミッショ
ナリー・ソサエティ」（LMS）から南部アフリカへ派遣されたのは 1841年であり、テオドロスが
帝位についた 1855年は、ちょうどリヴィングストンがケープから北上縦断し西アフリカのシエ
ラ・レオネに到達したのち、大陸横断を始めた年にあたる。彼を探検家として一躍有名にする『伝
道旅行記』Missionary Travels and Researches in South Africaが出版されるのは 1857年であり、ま
た当時はクリミア戦争の最中であったことから、この頃の一般の英国人にとっては、エチオピア
どころかアフリカは眼中になかったといえよう。
エチオピア諸地域を帝国として再統一したものの、中央集権に伴うテオドロスの一連の改革
─軍隊の創設、税制改革、教会所有地所の没収─は、地方の首長や教会の反発を招いた。その上、
旱魃と飢饉が事態を悪化させた。その救済を同じキリスト教国である英国に求めた彼は、ヴィク
トリア女王に書簡を認めた。反トルコを鮮明に打ち出し、英国と同盟を結び、使節団を派遣した
いという内容である 7。彼はとりわけ英国に親近感を抱いていた。彼には信頼する英国人のアド
ヴァイザーが二人いたからである。一人は式部官の役を担い、テオドロスの従妹を妻にしたジョ
ン・ベル John Bellと、もう一人はチャールズ・カメロンCharles Duncan Cameronの前任者の領事ウォ
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ルター・プローデンWalter Plowdenである。その二人を 1860年に相次いで失った。後者は内陸
から海岸への移動中に反テオドロス一派に殺害され、ベルはその報復の戦闘でテオドロスの身代
わりとして狙撃され 8落命した。
英国領事自らが女王へ書簡を渡し、口頭でもエチオピア使節の受入れや、敵対する「エジプト
人の領地」の使節の通行保証等を求めることを要求したテオドロスに対し、カメロンは親書を使
者に託してマッサワへ送った。そればかりか、彼自身は、こともあろうにテオドロスが最も神経
質になっている「トルコ人」のエジプトが支配するスーダンへ出かけた。
もともと短気で激高しやすい上に、内政も行詰り、テオドロスのフラストレーションは最高潮
に達していた。英国人宣教師が本の中でテオドロスの母親を「下剤売り」と記した 9ことを知るや、
侮辱罪でその宣教師の使用人らを目の前で殺害し、宣教師を打擲・投獄した。これを境に、手錠
足枷をはめヨーロッパ人を次々と収監し始めることになる。
一年後にようやくカメロンのもとに届いた英政府からの返事は、「女王陛下の政府がアビシニ
ア 10の問題に干渉するのは好ましくないと言わざるを得ない」という短くそっけないものであっ
た 11。同じ書簡で外務大臣のラッセル卿はカメロンにマッサワへ戻るよう命じたが、テオドロス
は、使節の派遣等に関する女王からの返答を得るまでは、カメロンに内陸からの移動を禁じた。
コプト教会が聖地イェルサレムからエチオピア正統教会を締め出し、それまでエチオピアを保護
していたイェルサレムの英国領事が今回は何もしなかったという知らせと、相も変わらぬ英国か
らの無音は、とうとうカメロンの収監という事態を招いた。テオドロスは領事を投獄すれば即座
に女王から返事がくると考えていた節がある。いわば、カメロンの収監は、いささか乱暴ながら
も、最後の外交カードであった。
テオドロスの親書は不幸な運命を辿った。カメロンから使者を通じてまず、マッサワに行き、
ダウ船で紅海をわたってアデンの総督代理へ、アデンからボンベイ、ボンベイから再びインド洋
を越えて紅海からスエズへと送られた。スエズからは砂漠を横切りアレキサンドリアへ、アレキ
サンドリアから船でマルセイユを経由し、ようやくイギリスへと辿りついたものの、親書は誰の
目にも触れられることなく、一連のカメロン領事報告書とともに「アビシニア」ではなく「イン
ド局」と記され、外務省の書類の山に埋もれたのである。
事態が動いたのは、惨状を訴えるカメロンからの手書きのメモが外務省に届いたことによ
る 12。2年近く経過したのち、はじめてテオドロスの親書が読まれ、慌ただしく女王の返書が作
成された。エチオピアとイングランドはあまりにも遠く、その行程は困難を極め、特使らに事
故が降りかからぬともかぎらない。ゆえに我々は使節を求めず、我々の公僕とヨーロッパ人ら
を解放することが、陛下のこれまでと変わらぬ友好と親善の証となると。5月 24日付の同親書
は 6月 16日にエジプトに向けて送られ、翻訳が施された。しかし、この文面だけでは誤解を生
じかねず、口頭での伝達を英領事が進言し、本国外務省は急遽使節の派遣を決定した。アデン英
国領事館の書記官でイラク国籍のキリスト教徒であったホームズド・ラッサム Hormuzd Rassam
を使節とし、ボンベイから医師ヘンリー・ブランク Henry Blancと陸軍中尉プリドー Lieutenant 
Prideauxも同行することになった。
1864年 7月 22日マッサワに到着したラッサムは、しかしながら、すぐにはエチオピアへは向
かうことができなかった 13。テオドロスに面会を求める書簡を送るも、返信がこなかったからで
ある。結局ラッサムらは 1年半マッサワで待たされ、対面が実現したのは 1866年 1月 28日で
あった。その間、ヨーロッパ人捕囚の人数は増え、敵対する地方の王族や族長を筆頭に政治犯な
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どエチオピア人の囚人も加わり、彼らは全員マグダラへ移された。その際、テオドロスも不仲の
皇后 14と息子の皇太子を帯同した。有力地方ショア王の後継者であるメネリク─後のメネリク
皇帝（在位 1889-1913）─は、しかしながら、1年後に母親と数名のショア人とともに脱走に成
功した。カメロンもラッサムに決して来てはいけない、唯一軍事行動あるのみだと警告のメモを
密使に託した。
テオドロスは、使節の献上品が兵器ではなかったことに屈辱と深い失意を覚えたにも関わらず、
ラッサムには好感を抱いた。ベルやプロードンに対したようにラッサムに接し、世界の動向につ
いて話し合った。彼は世界の戦争について知悉していた。終結したばかりの米国の南北戦争、英
国の対アシャンティ〔現ガーナ〕戦争、それから、彼のもっとも好んだクリミア戦争について。
二人の顧問的存在が生きていた時には彼らから、それ以外はおそらくアラビア語を通じて情報を
得ていたのだろう。エジプト、トルコ、イギリス、フランス勢力に包囲されたエチオピアの情況
が彼に国際性を─どこまで理解し得ていたかは別として─身につけさせたと言えよう。内憂外
患が彼をそのようにしたとはいえ、それまでの「親王」たちとは比較にならない卓越した能力の
持ち主であったことは間違いなかろう。
ラッサムに同行した軍医のブランクは、テオドロスの印象をこう描写した。
　他のエチオピア人よりも肌の色が黒く、鼻はやや鷲鼻、口は大きいが、唇は薄い。中背、
筋骨逞しいといよりは痩せ型、健脚。血筋、育ちの良さを感じさせ、「紳士」的。笑顔
は真に人を魅了し、言葉も巧み。だが、残虐性との二面性を持つ（中略）服装は、シャ
ンマ 15にエチオピア製のズボン、ヨーロッパ製の白い Yシャツ。帽子はかぶらず、靴
も履かず。髪は長く、三本の編み込んだ髪を肩までたらす 16。
テオドロスは、兵士とともに使節らをブルーナイルの源流であるタナ湖畔へ連れて行き、彼ら
は 2カ月近くをそこで過ごすことになる。ラッサムの対応に満足したのか、テオドロスはカメロ
ンをはじめとするヨーロッパ人捕囚の解放を決め、ラッサムは帰国に向けて準備を整えた。長男
〔庶子〕マシシャMashishaをラッサムに会わせ、マグダラにいるもう一人の息子〔嫡子〕アラマ
ユ Alamayouとともに彼らを英国人の養子にして、英国風の「紳士」に育てたいと申し出たのは
この時だった。「貴君が国に戻ったら、女王に息子たちのことを頼んでみてはくれまいか。さすれば、
余が死んでも、英国人に面倒を見てもらうことになり、酷い扱いを受けることはあるまい。」17
一方、解放の知らせを受けたヨーロッパ人らは、ラッサムに合流すべく、マグダラからタナ湖
へ 4月 13日、移動を開始した。
しかしながら、テオドロスは、最後の別離の挨拶に訪れたラッサムら使節三名を拘束するとい
う、唐突な行動に出た。その真意は不明である。ひょっとするとエジプトのマッサワ占領 18が
引き金になったのかもしれない。あるいは、近代兵器を手っ取り早く入手するために、ラッサム
を人質にしたとも考えられよう。ともあれ、テオドロスはヴィクトリア女王に武器と銃器製造の
技術者派遣を要望する親書を再度認めた。エチオピア生活が最も長いドイツ生まれの宣教師フ
ラッドMartin Flad19が使者に選ばれ、4月 22日に親書を携え英国へ出立し、7月 10日ロンドン
に到着した。
一旦はフラッドの主張する、テオドロスの望むとおりの平和的な解決方法に落ち着いたものの
人選等に手間取り、結局この作戦はアデン駐在の陸軍大佐ミアウェザー Colonel Merewetherに一
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任された。彼こそが、後にマグダラに移されたラッサムをはじめとするヨーロッパ人に様々な方
法を使って資金と情報を与え続け、生活を陰で支えた人物であった。
4月には解放のニュースが届いたものの、9月にはラッサムら全員が捕虜となった事実は、英
外務省、政府を慌てさせた。なによりも、ヨーロッパ人捕虜の知らせは衝撃的だった。この頃に
なると新聞でもこのアビシニア問題は取り上げられるようになり、フラッドの妻から届いたばか
りの手紙も読者の同情を誘った。エチオピアではテオドロスが唯一拘束していない白人技術者ら
に最大の大砲を作らせ、それを「セヴァストポリ」と命名した。ロシアがクリミア半島を併合し
た際につくった要塞都市であり、クリミア戦争時の戦場としても知られたあのセヴァストポリで
ある。テオドロスが世界の動向に通じていた証ともいえる。が、周知の通り、セヴァストポリは
包囲したフランス連合軍との攻防戦によって甚大な被害を受けており、彼が何故この要塞都市を
巨大な大砲名にしたのか、その真意は測りかねよう。翌 67年、フラッドは帰国するも、要求が
満たされなかったことを知ったテオドロスは怒り、それまで兵器製造に携わっていた白人までも
拘束し、首都デブラ・タボール Debra Taborに火を放った。これにより、エチオピアにいる白人
のほぼ全員が捕虜となった。テオドロスは５万人の兵士を連れ、新首都となるマグダラへ向かっ
た。セヴァストポリのために、道路を建設しながらの移動となった。皮肉なことに、これがエチ
オピアにおける最初の道路建設となった。しかしながら、その技術や出来栄えたるや、英国軍も
驚くほどであった。
英政府は 1867年 6月にテオドロスに対し、三か月の猶予を与え、捕虜らをマッサワへ移送す
るよう最後通牒を出した。だが、英政府は 1867年 8月、武力行使以外解放の道はないと判断、
インドから遠征隊を派遣することに決めた。インド総司令官のロバート・ネイピア卿 Sir Robert 
Napier （1810-90）が指揮官に任命され、インドで人足や現地での輸送や機材運搬のためのロバ、
ラクダ、象などを手配した後、彼自身は 1868年 1月 7日、紅海に面したアフリカ東海岸にある
ズラ〔現在はエリトリアの港湾都市〕に到着した。ネイピアが内陸に向かって出発したのは 1月
25日、4月には 1万 2千人の兵士と 44頭の象がエチオピア高原に到達した。マグダラ攻撃の指
令がだされたのは 4月 13日であった。
2．テオドロス二世皇帝遺児アラマユ
マグダラから英国へ
1861年 4月 23日生まれのプリンス・アラマユがどのようにしてマグダラで発見されたのかは、
実のところ詳しいことは分からない。1868年 4月 13日にテオドロスが自害した直後に英軍が皇
帝らの屋敷に雪崩れ込んだことを考えれば、アラマユが保護されたのは、まだテオドロスの身体
に温もりが残っていた時であったとも考えられる。
4月 17日までに英軍はマグダラにいた人々をすべて撤退させ、無人化した。陸軍工兵隊は押
収した武器等を破壊し、城門を爆破したのち、テオドロス最後の要塞首都に火が放たれ、マグダ
ラは灰燼に帰した。アラマユは 7歳の誕生日を、彼とともに英国行きを決心した皇后テルネッ
シュ 20と、海岸へ至る約 400マイルに及ぶ行進の最中に迎えた。それは彼にとって肉親と祝っ
た最後の誕生日となった。皇后は肺疾患が悪化し、海岸に辿りつく前に死亡したからである。ア
ラマユは父を失い、大半を過ごした思い出のマグダラが炎上するのを目撃し、一か月もたたぬう
ちに母親にまで先立たれたことになる。さらには、故国からもアフリカからも引き離されること
になったのである。
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アラマユが保護された時には、ラッサムが彼と皇后の面倒を託されたが 21、皇后の葬儀の後は、
スピーディ大尉に預けられた 22。アムハラ語に堪能であったことがその理由であることは想像に
難くない。以後、スピーディ大尉が彼の生涯に大きくかかわっていくことになる。しかしながら、
エチオピアを離れてからのアラマユの人生に関する資料は、写真以外には極めて乏しい。実のと
ころ、国内での彼の記録も、「エチオピア作戦」期を除けば、皆無に等しい。管見の限り、アラ
マユをめぐる唯一のまとまった記事は、ダレル・ベイツ Darrell Batesの「アビシニアの少年」“The 
Abyssinian Boy”である。だが、これには引用をはじめとする出典の明記がない。従って、本節で
は、ベイツの論考を参照、検証しつつ、ラッサムやブランクの手記、並びに歴史書に散見される
断片的な情報を繋げ合せながら、彼が母国や異境にあっていかなる人生を送ったのか、その足跡
を辿ってみたいと思う。
『イラストレイティッド・ロンドン・ニューズ』紙から派遣された画家ウィリアム・シンプソ
ンは正装したアラマユの肖像画を描いた。アラマユの容貌を世に知らしめた恐らくは最初のもの
である。シンプソンは陥落のその瞬間には立ち会っていなかったことから、マグダラで描かれた
ものではない。彼の悲しみに沈み、放心しているとも思えるある種の無表情さと、力なく右掌を
膝に置いたままの様子は、7歳の男の子の受けた衝撃の大きさを物語っていよう。これを見る限
り、彼にはいわゆるアフリカ人らしさが微塵もない。
マグダラの要塞でアラマユを初めて見た従軍記者らは、彼の態度と行儀の良さに感心した。『タ
イムズ』紙特派員チャールズ・オースティンは彼を「聡明で顔立ちの良い少年、父親譲りだとい
う」と評した 23。
1868年 7月 14日、アラマユはプリマスにスピーディとともに降り立つ。しかしながら、彼の
行き先はその実定まっていなかった。ネイピアは英政府から彼に関する指示を何ら受けていな
かったからである。エチオピアの少年には英国よりも気候の面からもインドの方が過ごしやすい
のではないかという意見もあり、最終的にはスエズに向かう船の中で英国行きが決まったとい
う 24。アラマユがスピーディにあまりにもなつき、彼からスピーディを引き離すことは不可能で
あるとのネイピアの判断によった。スピーディは、ひときわ長身の大男で、米国の新聞記者とし
て従軍したヘンリー ･モートン・スタンリーは、6フィート 6インチをゆうに超すと記した 25。
その通りであれば 197.88センチ、2メートルに近い。だが、外見とは異なり、優しい性格であっ
たと伝えられている。アラマユが彼を好きになるのはある意味で当然であった。彼にとって、母
語であるアムハラ語を解し、その上エチオピアの民族衣装を好んで纏うスピーディは故郷そのも
のであったろう。後述するが、スピーディは、一時、テオドロスをも魅了した。
ワイト島にて─ヴィクトリア女王との対面
帰国後、ネイピアはロンドンからヴィクトリア女王との面会を果たすため、イングランド南部、
ワイト島にあるオズボーン別荘に向かう際、アラマユとスピーディを伴った。スピーディ大尉は
言うまでもなく通訳兼教育係の役を担ったが、ワイト島は彼の出身地でもあった。
ヴィクトリア女王はアラマユをいたく気に入った。彼女が異国の幼いプリンスに会うのは初め
てのことではない 26。19世紀には植民地から多くのエキゾティックな風貌に民族衣装姿の異邦人
がロンドンに集まった。そのなかには本物の王子、王女もいたが、自称「王子」もいた。この自称「王
子」は何も 19世紀に始まったことではない。18世紀においても、アフリカから、あるいは西イ
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ンド諸島を経由して英国に来た「黒人」は、元奴隷であれ、「王子」と名乗るものが少なからず
いたばかりか、雑誌などで取り上げられる際には、「王子」という触れ込みで紹介されることが
多かった。その背景には、アフラ・ベーン Aphra Behnの『オルーノコ　やんごとなき身の奴隷』
Oroonoko, or The History of the Royal Slave （1688） やサミュエル・ジョンソン Samuel Johnsonの『ア
ビシニアの王子ラセラス』The History of Rasselas, Prince of Abyssinia （1759） などの人気が与って
いたものと考えられる。とりわけ、『オルーノコ』は 18、19世紀を通じて英国で評判を博した舞
台であった。なによりも、王子であろうとなかろうと、「王子」と冠するほうが、耳目を集める
ことは間違いなかろう。
さて、正真正銘の「アビシニアの王子」アラマユの訪問を受けたヴィクトリア女王は、その日
の日記に次のように記した。
幼いアラマユはとてもかわいく、ほっそりとした、7歳の品のある男の子で、美しい目
と形のよい鼻と口を持っている。もっとも唇は少々厚いが。肌は濃いブロンズ色だ。髪
の毛は黒くて縮れている。彼にはニグロ 27らしいところがまったくない。彼にキスを
すると、彼もそれにこたえてくれた。一言か二言英語を話す 28。
女王はアラマユと大柄なスピーディを大層気に入ったようだ。小柄な 7歳の少年と、大男では
あるが、優しく穏やかに子供と接する二人の様子が微笑ましく映ったのだろう。彼女は翌日も二
人を招待した。そしてあらためてアラマユの容貌と行儀のよさに感じ入る。女王はスピーディの、
アラマユは引き続き自分に預けられるべきだと熱心に嘆願する姿にも心を動かされた。その晩ネ
イピアに宛てて、「テオドールの可愛く興味深い幼子」の幸福のためには、「優しく思慮分別があ
り、ほとんど母のごとく世話をするスピーディ大尉」の存在が重要であることを力説した。1868
年 7月にオズボーン別邸で撮影されたアラマユの肖像写真が残されていることからも、女王の少
年に対する思い入れが伝わってこよう。
女王は単にエキゾティックな子供に興味があっただけではなかった。この幼子をよく観察して
いたからである。「その子は極度に不安定であり、無力で気の毒な孤児を一番懐いているとみら
れる人物から引き離せば、理性さえも危機にさらされよう」と。女王は彼女の意見を支持するよ
う、ディズレーリー首相にまで依頼した。
極めてデリケートなアラマユの体質と激高しやすい性格のゆえに、彼は英国─おそら
くワイト島─にスピーディ大尉の保護のもと、一年間留まるのが最良であると思われ
る 29。
女王の希望通り、アラマユはスピーディの庇護のもとに一年ワイト島で過ごことになった。英
国政府からはスピーディに年俸 300ポンドならびに養育経費年 400ポンド、合計 700ポンドが支
払われた。二人は、折に触れて、オズボーンの別荘を訪ねた。一つ大きな変化があったとするな
らば、その年の 12月、スピーディがワイト島の裕福な地主の娘コーネリア・メアリー・コット
ンと結婚したことである。
アラマユとスピーディはワイト島に居を構える女流カメラマンのジュリア・マーガレット・カ
メロン Julia Margaret Cameron （1815-79）の被写体にもなった。アラマユが英国に来て最初に撮影
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された写真も、彼女の手によるものである。単独の写真もあれば、
二人一緒に映った写真もある。後者は、民族衣装に身を包んだア
ラマユを抱き、同じくエチオピアの衣装を身につけたスピーディ
が右手に槍を携えたものである。カメロンはダーウィンやテニソ
ン、ロバート・ブラウニングやエドワード・バーン＝ジョーンズ
といった当代の著名人の肖像写真を撮ったことで知られている。
彼女は英国において女性として最初の職業写真家となり、当時の
評価はさほど芳しくはなかったが、ソフト・フォーカスを用いた
独特の技法の開発により、現代では肖像写真家としてその地位が
認められている。
さて、話をスピーディに戻すと、翌 1869年、彼はインド北部、ネパール国境に近いにアウド
Oudhの警察長官の職を得、アラマユと妻を伴い、ワイト島をあとにした。アラマユは彼のもと
で暮らすのが最良であるとの判断から、首相はディズレーリーからグラッドストンに変わったも
のの、さらに二年間の養育延長が認められた。
インド行きとスピーディ大尉
インドでの新たな生活に触れる前に、ここで、エチオピア戦争でその後の人生が変わったもう
一人の人物であるスピーディ大尉について、みてみることにしよう 30。
トリストラム・チャールズ・ソーヤー・スピーディ Tristram Charles Sawyer Speedy は、1836年
11月 26日にインド北部デリーに近いメーラトMeerutで軍人兼植民地政府役人の家庭に生まれ
た。彼が抜きんでて背の高い益荒男であったことは、集合写真からも窺える。大男に相応しく勇
敢であったというが、我慢強く、温厚な性格でもあった。1854年に連隊旗手として陸軍に入隊、
58年 8月には第 10パンジャブ連隊の副官となるも、2年後には除隊し、エチオピアへ向かった。
1863年にマッサワの副領事となり、カメロンの拘束後は、代理領事を務めた。1864年 1月に職
を辞し、ニュージーランドへ移った。
ニュージーランドではマオリ族と入植者との間で土地売却問題が武力紛争にまで発展してい
た。いわゆるマオリ戦争である。スピーディは同年 6月から 66年 12月まで大尉としてワイカト
市民軍に加わった。その時の「大尉」という肩書を彼は生涯使い続けることになる。その後オー
ストラリアに行き、1868年 2月、ネイピアの依頼を受け、通訳としてエチオピアへ戻った。
スピーディはその勇猛果敢さで知られていたが、それに加え、ずば抜けた語学の才能の持ち主
でもあった。遠征隊では彼は単なる通訳に留まらず、外交折衝、とりわけ主要エチオピア民族の
首長との交渉で、手腕をいかんなく発揮した。
そもそもスピーディはインドから何故エチオピアへ向かったのか。一説には、メッカ訪問の途
次、サウジアラビアのジェッダでイェルサレム巡礼を終えたエチオピア人司祭と出会い、司祭
に興味を持ったスピーディが彼と一緒にダウ船に乗りマッサワへ、そこからアドワへ入ったとい
う 31。アドワとは、1896年エチオピアがイタリアとの戦争で大勝することになる場所で、今でも
エチオピアのみならず、アフリカにとってヨーロッパに勝利した象徴的な意味を持つ場所である。
白人が内陸国エチオピアへやってきた噂はたちまち皇帝の耳に入り、スピーディはテオドロス
の使者から首都来訪を命ぜられる。スピーディと面会した皇帝は、彼をバシャ・フェリカ Basha 
Felikaと呼ぶようになる。バシャとはいわゆる官吏の特権的称号として用いられるパシャから派
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生した言葉であり、フェリカとは、「閃光」、「迅速」を意味する。アムハラ語を学ぶようにと言
われ、再会後にはテオドロスの軍隊の訓練にあたった。彼の「ヘラクレスのような外見」と羊を
鉈の一振りで真っ二つに切り裂く怪力 32は、皇帝をいたく喜ばせ、寵愛を受ける。しばらくの間、
テオドロスと起居を共にした後、1862年、スピーディは、首都をあとにし、マッサワへ向かった。
その頃には二人の蜜月も終っていたようで、テオドロスはラッサムにスピーディを ｢恩知らずの
イギリス人｣ と語っている。「ファラケ〔フェリカ〕とは数ヶ月一緒に暮らし、あらゆる面で厚
遇した」にもかかわらず、彼はマッサワへ行き、トルコ人の前でテオドロスを罵倒し、アビシニ
ア人を「馬鹿者」呼ばわりしたと 33。
ネイピアの遠征のさなか、スピーディと実際に会ったスタンリーは、彼は ｢まことの〔ギリ
シャ神話、トロイ戦争の英雄〕アイアスのような人物である。長いという形容詞は、まさに彼の
ためにある。長い脛、長い手、長い髭。姿、形、すべてにおいて長い。ただ一点を除いて。彼は
遠
ロングサイティッド
視 ではなく、 近
ショートサイティッド
視 、それもかなりの、だから眼鏡が欠かせない｣、と評した 34。
さて、アラマユにとってインドでの生活は快適であったに違いない。環境がエチオピアに似て
いるとは言えずとも、同じ非西洋の社会は精神的に安らぎをもたらしたのではあるまいか。愛情
あふれるスピーディ夫妻のもとで、スポーツや乗馬に夢中になった。家庭教師もいたが、勉強に
関しては「滑稽なほど」嫌っていたという。
しかしながら、彼の幸福な時間も長くは続かなかった。二年の養育期間が終了する前に、スピー
ディが今度はマラヤにあるペナンの警察長官へ移動となったからである。夫妻は彼を同伴するこ
とを主張したが、英国政府はアラマユを本国で「しかるべき保護者のもと」で教育すべきとの判
断を下したからである。アラマユは確固たる「原則」に基づいて養育されるべきであり、「東洋
的教育」を施すのであればインド政府へ委ねるのが筋である。一人の役人の動静で居場所が転々
とすることには問題があり、ペナンでの教育のために年 700ポンドの支出は正当化されるもので
はない、というのがロバート・ロー蔵相の決定理由であった 35。スピーディ夫妻はこれに対し強
く抗議し、ヴィクトリア女王まで巻き込む騒動となったが、最終的には英国政府の指示通りに、
イングランド南西部にあるパブリック・スクール、チェルテナム校の校長トーマス・ジェクス＝
ブレイク Thomas Jex-Blake 36（1832-1915）宅にアラマユは預けられることになった。最後までア
ラマユをスピーディから引き離すことに反対した女王は、彼を英国で教育するのであれば、スピー
ディを英国内のポストに就かせるべきだとまで主張した。ついに女王は、アラマユにスピーディ
一族（夫妻とスピーディの両親）との面会と文通の自由を保障するという条件付きで、一年間の
チェルテナム校長宅での養育に同意した。スピーディに対してはこれまでのアラマユの世話への
感謝の印として懐中時計が贈られた 37。
3．アフリカ「王子」の運命
1872年 3月 4日、アラマユは英国の新しい後見人に引き渡され、6ヶ月後の 9月には「アラマ
ユ王子」Prince Alamayuではなく、「アラマユ・セミエン」Alamayu Semien38の名前でチェルテナ
ム校に寄宿生として入学した。ベイツによれば、彼は周囲の懸念をよそに学校と寄宿舎生活に順
応し、他の少年たちとの付き合いや競技を楽しんだ。にもかかわらず 2年後の 1874年 9月、ラ
グビー校へ移った。後見人のジェクス＝ブレイクが同校の校長となったからである。16歳にな
るまで彼はそこで過ごした。勉学には特筆すべきことはなかったが、行動的、勇敢かつ快活なう
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え、誰からも好かれる性格から、大学進学ではなく、サンドハーストにある陸軍士官学校がその
後の進路として最も相応しいとされ、1877年 12月にラグビー校を退学した。実のところ、陸軍
以外に選択肢はなかったのである。シリル・ランサム Cyril Ransome39を家庭教師に迎え、士官
学校に備えたものの、女王の軍隊には有色人種の士官はいないことと彼の出自から、特例として
無試験となった。そればかりか、卒業後もインド北西部国境付近の、あるいはより遠隔の地の軍
隊へ派遣するという基本方針が入学時にすでに定められた。
しかしながら、アラマユはサンドハーストには馴染めなかった。士官学校への進学を危惧した
一人にヴィクトリア女王がいた。夏季休暇中のアラマユをスコットランドの別荘で預かっていた
前インド国務相スタフォード・ノースコート Sir Stafford Northcoteも 1879年 7月 31日、女王に
宛てて「青年〔アラマユ〕はサンドハーストに戻るべきではない。彼はまったくそこでうまくいっ
ていないし、あってもいない」と書いた 40。結局、アラマユの希望が聞き入れられ、彼はかつて
の家庭教師で今はイングランド北部のリーズにいるランサムのもとへ向かった。だが、気候の所
為か、10月上旬に病気になり下旬には肋膜炎と診断された。アラマユ自身は、体調の悪さを毒
を盛られた所為だと妄信した。毒に対する恐怖は父親譲りである。テオドロスも、皇后か愛人の
料理したもの以外は一切口にせず、それすら、調理した当人とその召使にまず食べさせるほど、
毒殺に怯えていたからである 41。彼は一切食事も薬を拒否した。
1879年 1１月 14日、アラマユは、ランサムとビダルフ卿夫人 42の手を握りながら、18年 7
カ月の生涯を閉じた。自死ともいえる最期だった。
葬儀は 11月 21日 43に執り行われ、ランサム、ビダルフ、ノースコートをはじめ、最後までア
ラマユの将来に心を寄せたネイピア 44やスピーディも参列した。ヴィクトリア女王の意向により、
アラマユはウィンザー城内にあるセントジョージ礼拝堂に埋葬された。棺には「アビシニアのア
ラマユ王子」と明記された 45。身廊北西の壁には小さな碑があり、そこには、こう記されている。
この場所近くに眠る
アラマユ
アビシニア王テオドールの息子
1861年 4月 23日誕生
1879年 11月 14日死亡
この銘版をその霊に捧ぐ
ヴィクトリア女王
私は新参者だが
あなた方は歓迎してくれた
1880年には追悼の銘板がラグビー校の礼拝堂も設置された。
アラマユは、帝都で生まれて間もなく 7歳までマグダラで育ち、異母兄弟は多かったものの、
ただ一人の嫡子であった。テオドロスはアラマユの母である皇后とは不仲で、別の女性と暮らし
てはいたが、彼には愛情を示し、幼いころより「王子」としての振る舞いを教えたという 46。だ
が、戦争が勃発しその父は自殺、母は息子と新天地へ向かうべく国を離れた直後に病没し、孤児
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となった彼は英国に渡った。一年後今度は英国からインドへ移り、二年も経たぬうちに再び英国
へ戻され、住む大陸も学校も保護者も目まぐるしく変わった。アラマユを息子のように可愛がり、
アムハラ語も話し、テオドロスにも一時仕え、アビシニアを知悉するスピーディ大尉夫妻との短
い生活を除き、彼には心の休まる時はなかったといっても過言ではないだろう。英国では出自と
肌の色から常に衆人の注目を集め、後見人の都合によりほぼ 2年周期で移動を繰り返した。いわ
ばたらいまわしの人生が、彼の精神を極度に不安定にさせたとしても、不思議ではない。
テオドロス二世はヴィクトリア女王から贈られたピストルで自害し、女王は忘れ形見の教育と
精神状態に濃やかな配慮を示した。歴史に翻弄された彼は、しかしながら、周囲に不平を洩らす
こともなく、人々に好かれながら適応しようとした。まさに、父親が望んだ「紳士」さながらで
ある。学業が振るわなかったのは、変転する環境を考慮すれば、ある意味で当然であったとも
いえよう。新しい土地や家族、寮生活に順応するのに精一杯で、いくら十代といえども余力は
なかったろう。それとも、学業に精をださなかったのは、彼なりの抵抗ではなかったか。1874
年、スタンリーによる英国の対ガーナならびに対エチオピア戦争の従軍記『クーマシーとマグダ
ラ─アフリカにおける二大英国軍事作戦の顛末』Coomassie and Magdala: The Story of Two British 
Campaigns in Africaが出版された。父親のテオドロス二世皇帝最期の様子が詳述され、そのうえ、
担架に載せられた自殺直後の姿までスケッチによって残されていたのである。タイトルに故郷の
名前が冠された記録を彼が読まなかったなどと、誰が言えよう。
おわりに
アラマユは歴史を好み、故国を憧憬し続けた。それは書簡からも明らかである。アラマユにとっ
て最後の夏休み休暇となったノースコート卿の別荘で、彼はエチオピアへ帰りたいと言った。そ
れが初めて彼が口にしたことなのか、あるいは一時帰国を意図したことなのか否かは、詳らかで
はない。だが、ノースコート卿から「君がアビシニアへ赴くことなどもってのほかだ」と告げら
れると、アラマユは「それなら、ランサム氏のところへ行きたい。英国でランサム氏ほど自分に
よくしてくれた人はいないから」と答えた 47。望郷の念に駆られていた彼に対し、帰国は不可能
だと切り捨てられたことが決定的となり、アラマユは英国で唯一寛げる場所─ランサム邸で─
自らを死に追いやったのではあるまいか。なぜ、スピーディのもとではなくランサムなのか、と
いう疑問は残るものの、彼の死はノースコートの不用意な発言からわずか 4ヶ月にも満たない。
思い通りのエチオピア再生が叶わず敵の手に落ちるよりは死を選んだ父テオドロス二世同様、誇
り高きアラマユは、帰郷の夢が潰えた時点で異境の地で生きるよりは死を選んだ、とも解せる。
セントジョージ礼拝堂の碑に刻まれたヴィクトリア女王による献辞のあとに添えられた「私は
新参者だが、あなた方は歓迎してくれた」I was a stranger and ye took me inという、マタイ伝福音
書第 25章第 35節からの引用は、女王のたっての希望であった。確かに彼は「新参者」であった。
だが、英国側に彼を大切に育てようとする意思はなかったように思われる。アフリカの小国の、
「狂った皇帝」の息子の将来を案じたのは、彼を数年間インドで養育した英国人大尉夫妻を除け
ば、皮肉なことにヴィクトリア女王だけであった。その女王にしても、彼に寄せる愛情が、自分
が贈った拳銃でテオドロスが自害したという自責の念に駆られた故なのか、アルバート公に先立
たれて不安定な時期であったという偶然によるものなのかはわからない。ヴィクトリア女王の憐
憫の情と、その「新参者」の彼を病気とはいえ死に至らしめ、結果的には英国が「歓迎」できな
かったことへの忸怩たる思いが込められていることは、想像に難くない。しかしながら、それと
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ても、形式的とも言える。なぜならば、セントジョージ礼拝堂の身廊北西の壁に記念の碑があろ
うとも、アラマユが実際に埋葬されているのはその礼拝堂ではなく、礼拝堂への入口付近であっ
たからである。
「外
ストレンジャー
国人」の彼の心が少しでも安らいだとするならば、それは 45年後、まだ摂政であったラス・
マコネンこと後のハイレ・セラシエ皇帝（在位 1930-36、1941-74）が訪英の際に、引用句の下に
アムハラ語で「アラマユ・テオドロス」とフルネームで書き添えたことであろう 48。マグダラか
ら略奪されたテオドロス二世の王冠も時の国王ジョージ五世からラス・マコネンに返却され、エ
チオピアへ戻った 49。
注釈
1   現アンバ・マリアム。エチオピア中央の山岳地帯に位置する。もともと地元（ウォロ民族）の要塞があった
場所に、テオドロス二世が侵攻し、山頂に教会と宮殿を建設した。
2   しかしながら、アラマユに関しては、2007年にエチオピア大統領がアラマユの遺体の返還を求める書簡をエ
リザベス女王に送った旨の記事が掲載された。2007年はエチオピアでは 2000年に当たり、千年祭が返還時期と
して最もふさわしいとの判断によった。現在に至るまで遺体はいまだに帰国を果たしていない。
3   エチオピア史およびテオドロス二世の経歴に関しては主として以下を参照。Saheed A. Adejumobi, The History 
of Ethiopia （London: Greenwood Press, 2007）, pp. 24-27; Harold Marcus, A History of Ethiopia （Berkeley: University 
of California Press, 1994）, pp. 63-76; Richard Pankhurst, The Ethiopians: A History （Oxford: Blackwell Publishers, 2001 
［1998］）, pp. 131-161.
4   Henry Blanc, A Narrative of Captivity in Abyssinia: With Some Account of the Late Emperor Theodore, His Country and 
People （London: Frank Cass and Company Ltd., 1970 ［1868］）, p. 17.
5   エチオピアは正統教会であるため、テオドロスもアブナもカトリックを敬遠し、技術援助に積極的なスイス・
バーゼルを拠点とするプロテスタント系宣教団（St. Chrischona Institute of Basel）を選んだ。
6   1837年に CMSのクラップ（J.L. Krapf）がエチオピア入りした。
7   1862年 10月 29日付。書簡は英国に限らず、ほぼ同様の書簡を同日付でフランスにも送った。現存するのが
その二カ国に宛てられたものであり、ヨーロッパの他のキリスト教国、たとえば、オランダ、オーストリア、
ドイツ等にも送ったと考えられている。
8   Blanc, p. 6 
9   イギリス人宣教師の名はヘンリー・スターンといい、彼はファラシャをキリスト教徒に改宗する活動に従
事していた。1862年にその活動とエチオピア紹介を兼ねた本を出版した。Henry A. Stern, Wanderings among the 
Falashas in Abyssinia （London, 1862）. テオドロスは皇帝即位後に自らを「ソロモン王とシバの女王との間に生ま
れた皇祖メネリクの末裔」を名乗っていたために、「下剤売り」の記述が彼の逆鱗に触れることとなった。スター
ンは後に、捕虜の顛末を The Captive Missionary （London, 1868）に纏めた。
10  当時の英国において、「アビシニア」が最も一般的なエチオピアの呼称であった。
11  英国は、ロシアを脅威と考えており、トルコをその緩衝材としてみなしていたことから、エチオピアの反ト
ルコに協調できるはずもなく、返答しないというのが一つの返答となった。
12  1864年 2月 14日付カメロンの鉛筆書きのメモは以下の書き出しで始まる：Myself, Stern, Rosenthal, Cairnes, 
Bardel, McKravie are all chained here. Flad, Staiger, Brandeis, and Cornelius sent to Duffat, to work for the king. No 
release until civil answer to King’s letter arrives…急いでいたためか、メモの日付は 1863年と誤記されていた。マー
スデンによると、このメモは最初にマッサワの英領事代理スピーディに送られ、ミアウェザー、コフーンを経
て 4月 28日にラッセルへ転送された。Philip Marsden, The Barefoot Emperor: An Ethiopian Tragedy （London: Harper 
Perennial, 2008）, pp. 95, 364.
13  ラッサム使節団のアフリカ到着以後の経緯は、主としてラッサムと前出のブランクの手記（1869-70、1869年
刊）による。
14 彼女は前述した皇后メネンの孫娘のTewabachではない。Tewabachは出自もさることながら、その美貌で有名だっ
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た。ベル、プローデンの死とともに彼女の死は、テオドロスの人生を変えたといわれる。現皇后でありアラマ
ユの母であるテルネッシュ Teruneshは、ブランクによるとチグレの王の娘。テオドロスの囚人となった父親の
解放を条件に結婚を受諾。自尊心が強く、テオドロスに対しても傲慢であるが故に、生れたばかりの息子アラ
マユと彼女はマグダラに送られた。Blanc, pp. 19-20.なお、Teruneshは、Terunishi （Blanc）とも Teruwark （Rassam）
とも綴られる。
15  シャンマとは、白色綿布のエチオピアの民族衣装。
16  Blanc, pp. 10, 18.
17  Hormusd Rassam, Narrative of the British Mission to Theodore, King of Abyssinia: With Notices of the Countries 
Traversed from Massowah, through the Soodan, the Amhara, and back to Annesley Bay, from Magdala, vol. 2 （London: 
John Murray, 1869）, p. 58. 
18  紅海に臨むマッサワはエチオピア領から 16世紀にオスマン帝国の領地となり、18世紀にはエジプト人の手に
渡り、19世紀中葉（1850年）再度オスマン帝国領となったものの、1866年 4月にエジプトが占領した。ヨーロッ
パ人としては 1541年にポルトガル軍が当時のエチオピア皇帝からの依頼を受け上陸、このなかにヴァスコ・ダ・
ガマの息子もいた。しかしながら、57年にはトルコ軍によって占領された。1885年イタリア軍が侵攻、1890年
一方的に領地を「エリトリア」と命名、マッサワを首都とした。エリトリアは 1993年エチオピアより独立、首
都はアスマラ。
19  フラッドは1854年エチオピアの地を踏む。従って、この時点で同国滞在13年目となる。彼は前出のサミュエル・
ゴバットによって派遣された。
20  注 13参照。
21  前述の通りラッサムはテオドロス自身から息子の英国での養育を頼まれていた。だが、テオドロスはマグダ
ラで再会した皇后に、自分が万一死んだ場合にはアラマユを英国側に渡し、英国で育てるようにと命じていた。
皇后は息子を託したのちエチオピアに残るつもりであったが、実際には別れがたく、ネイピアに同行を申し出で、
許可された。Rassam, vol. 2, pp. 343, 356.
22  Darrell Bates, “The Abyssinian Boy”, in History Today （London, Dec.1, 1979）, p.817.しかし、ラッサムの手記には
その記述はなく、5月 17日の葬儀を終え、5月 27日ズラにてアラマユの世話を local political ofﬁcerに任せた、
とあるのみである。Rassam, vol. 2., p. 348.
23  Quoted in Bates, p. 817.
24  Bates, p. 817.
25  Henry Morton Stanley, Coomassie and Magdala: The Story of Two British Campaigns in Africa （New York: Books for 
Libraries, 1971 ［1874］）, p. 277.
26  とりわけ、1849年英軍により滅亡したシク王国（独立までパンジャブは英領インドの一州となる。1949年イ
ンド ･パキスタンの分離以降、パキスタン）の若きマハラジャ、ダリプ・シン Dalip Singhは有名である。ただし、
ヴィクトリア女王と初めて会った 1854年、彼は 16歳であった。
27  19世紀英国において、アフリカ系、アラブ系、インド系にかかわらず、黒色・褐色系の人々ははおしなべて「黒
人」と称された。そのなかで、サハラ以南のアフリカ黒人を指す場合に ｢ニグロ｣ の用語が用いられた。
28  Quoted in Bates, p. 817. 
29  Quoted in Bates, p. 818.
30  スピーディの経歴等は、主としてスタンリー、ラッサム、ブランクの手記による。
31  Marsden, pp. 290-1
32  Stanley, p. 277.
33  Rassam, vol. 2, p. 63. 
34  Stanley, p. 353.
35  Bates, p. 819.
36  トーマス・ジェクス＝ブレイクはチェルテナム校やラグビー校の名門パブリック・スクールの校長を歴任し、
1891年から 10年間ウェルズの首席司祭を務めた。しかしながら、今日では彼よりも妹のソフィアの方が有名で
ある。彼女は英国初の女医の一人で、女子医専設立に尽力、フェミニストとして知られる。
37  Bates, p. 820.
38  ラグビー校編入時の学籍簿を転載した Greenﬁeldの文献には Alamayu Simyenと記されている。Richard 
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